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新潟県における麻疹予防接種の現状と簡便な接種率把握法の検討

セキ ナオ

関 奈緒
サイトウ レイコ

斉藤 玲子
タナベ ナオヒト

田辺 直仁
オシタニ ヒトシ

押谷 仁
スズキ ヒロシ

鈴木 宏

目的　新潟県の麻疹予防接種の実態を明らかにし，簡便な接種率算出方法を検討する

方法　平成9年1月20日から31日の間に新潟県下の病院，医院の小児科を受診した患児の家族

に，調査票を配布し家族内のすべての子供の麻疹予防接種状況，接種前麻疹罹患状況と未接

種理由，および予防接種に関する情報源を調査した。調査票の回収総数は4,865であり，う

ち県内在住4,840であった。ここから得られた計10,134人の子どものうち，出生年，接種の

有無が明らかな9,783人の麻疹予防接種状況などに関して集計し，また麻疹予防接種情報，

患者発症状況を新潟県，および各保健所の年報と本研究の結果との比較検討を行った。

成績　本調査による出生年別累積接種率は1979年から1993年までの出生児ではほぼ90％以上と極

めて良好な状況であった。一方保健所年報などによる公的接種率は平均70％であった。この

2者間の差から，幅広い麻疹ワクチン接種勧奨年齢に起因する現在の接種率算定法の問題点

が示唆された。実際の接種年齢はO歳から5歳以上と幅広いが1歳時が最も多く38.2％，次

いで2歳時37.5％であり，被接種者の93.6％が3歳以下であった。未接種理由は「接種以前

に麻疹にかかった」が最も多く30.3％，罹患年齢は1歳，2歳，0歳の順で，53.6％は2歳

未満であった。麻疹予防接種に関する情報源は「市町村の広報・通知」が断然多く，情報の

発信源として重要である医師・看護婦・保健婦などの医療従事者は少なかった。

結論　1)本調査による新潟県の麻疹予防接種率と公式記録の間には差異が認められるとともに，

既存の接種率算定法は，実状を反映していない可能性が示唆された。接種を受けた子供の約

94％が3歳以下での被接種であったことより，公的検診で，受診率の高い3歳児検診におい

て聞き取りおよび母子手帳にて接種率を測定する方法を普及する必要性が示された。

　2)未接種者における麻疹罹患年齢は2歳未満が50％以上であり，あらためて2歳未満の接

種推進の必要性が示された。

　3)情報源は市町村の広報が主体であったが，医療関係者自身による情報提供，啓蒙普及活

動の強化が望まれた。
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